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【内容要旨】（1,200字以内） 
背景：右心不全は心不全患者の予後不良因子の一つである。右心機能評価は主

に右室が対象とされてきたが、近年、二次元スペックルトラッキング心エコー

図により右房機能評価が可能となった。これまでの研究で心室収縮期に心房が

拡張し血液を貯留するリザーバー機能を表すリザーバー期右房ストレインが心

拍出量や右房圧、肺高血圧と関係することが報告された。しかし右房ストレイ

ンと心不全患者の臨床的な予後との関連はいまだ不明である。本研究では、リ

ザーバー期右房ストレインの低下が心不全患者の予後を予測するか検討を行っ

た。 

方法：当院に入院した心不全患者のうち、退院前に経胸壁心エコーを施行し、

退院後のフォローアップが可能であった 226 例を対象とした。右房ストレイン

は二次元スペックルトラッキング法を用い従来の右房壁全体を対象としたリザ

ーバー期右房全体ストレインと、中隔壁を除いたリザーバー期自由壁ストレイ

ンを計測した。主要エンドポイントは、心臓死と再入院または静注利尿薬の使

用を要する心不全増悪の複合心イベントとした。 

結果：中央値 1081 日のフォローアップ期間中、72例で心イベントが発生した。

心イベント群と非イベント群に分けて比較すると、リザーバー期右房全体スト

レインはそれぞれ 17.8±11.4%、24.5±12.7% (p=0.0002)、リザーバー期右房自

由壁ストレインはそれぞれ 39.9±32.2%、58.6±35.2% (p=0.0001)であり心イベ

ント群で有意に低値であった。リザーバー期右房全体ストレインとリザーバー

期右房自由壁ストレインはそれぞれ右室収縮指標やリザーバー期左房ストレイ

ンと中等度の相関を示した。リザーバー期右房全体ストレインとリザーバー期

右房自由壁ストレインはそれぞれ推定右房圧の上昇に伴い低い値を示した。

ROC解析では、心イベントを予測するリザーバー期右房自由壁ストレインのカ

ットオフ値は 51.5%で、感度 51%、特異度 79%、AUC 0.688であった。リザー

バー期右房自由壁ストレインの AUCは、リザーバー期右房全体ストレインや右

房容積係数、右室自由壁長軸ストレイン、リザーバー期左房ストレイン、左房

容積係数の AUCよりも高値であった。両者の中央値で２群に分けると、カプラ

ンマイヤー解析ではリザーバー期右房全体ストレインおよびリザーバー期右房

自由壁ストレインともに低値群で心イベント発生率が高かった。多変量 Cox 比

例ハザード解析ではリザーバー期右房自由壁ストレインが独立した予後予測因

子であった(ハザード比 0.65; 95%信頼区間 0.43-0.96; p=0.0383)。 

結論：二次元スペックルトラッキング法で計測した右房ストレインは心不全患

者における心イベントのリスク層別化に有用な新しい指標となりうると考えら

れた。 
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